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論　
　

文

寺
内
文
庫
収
蔵「
広
開
土
王
碑
」拓
本
の
研
究 

第
一
章
「
寺
内
文
庫
甲
本
」「
寺
内
文
庫
乙
本
」
の
収
蔵
・
弁
別
問
題

一
、
寺
内
文
庫
収
蔵
の
甲
乙
二
拓
本

山
口
県
立
大
学
の
「
桜
圃
寺
内
文
庫
」
は
、高
句
麗
・
広
開
土
王
碑
の
二
拓
本
を
収
蔵
す
る
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
二
拓
本
を
各
々
「
寺
内
文
庫
甲
本
」（
ま
た
は
「
甲
本
」）、「
寺
内
文

庫
乙
本
」（
ま
た
は
「
乙
本
」）と
略
称
し
、
こ
れ
ら
の
二
拓
本
を
合
わ
せ
て
「
甲
乙
二
拓
本
」

と
表
記
す
る
。

　

寺
内
文
庫
は
元
帥
陸
軍
大
将
・
寺
内
正
毅
氏（
一
八
五
二
～
一
九
一
九
年
）が
企
画

し
、
元
帥
陸
軍
大
将
・
寿
一
氏（
一
八
七
九
～
一
九
四
六
年
）が
父
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
、

一
九
二
二
年
に
寺
内
氏
の
故
郷
、
山
口
県
吉
敷
郡
宮
野
村
桜
畠（
い
ま
山
口
県
山
口
市
桜
畠
）

に
創
立
さ
れ
た
寺
内
家
の
私
設
図
書
館
で
あ
る
。

寺
内
正
毅
氏
は
明
治
・
大
正
の
著
名
な
軍
人
政
治
家
で
あ
り
、
桜
圃
と
号
す
。
宇
多
田
正

輔
氏
の
三
男
と
し
て
誕
生
し
、
母
方
の
寺
内
家
を
継
い
で
、
陸
軍
・
外
務
・
大
蔵
の
各
大

臣
を
経
、
第
三
代
韓
国
総
監（
一
九
一
〇
年
）、
初
代
朝
鮮
総
督（
一
九
一
〇
～
一
六
年
）、
第

一
八
代
総
理
大
臣（
一
九
一
六
～
一
八
年
）の
重
職
を
歴
任
し
た
。
寺
内
氏
は
郷
党
子
弟
に
東

洋
古
来
の
士
風
を
喚
起
し
、
史
書
研
鑽
に
供
す
る
た
め
に
、
か
ね
て
よ
り
寺
内
文
庫
の
創
設

を
構
想
し
て
い
た
が
、
そ
の
構
想
は
か
れ
の
没
後
に
実
現
さ
れ
た
。

寺
内
文
庫
は
戦
後
、
一
九
四
六
年
に
山
口
県
に
貸
し
出
さ
れ
、
山
口
県
立
女
子
専
門
学
校

の
付
属
図
書
館
と
し
て
利
用
さ
れ
、
五
七
年
に
そ
の
蔵
書
は
山
口
県
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の

間
、
五
〇
年
に
県
立
女
子
専
門
学
校
は
山
口
女
子
短
期
大
学
に
、
七
五
年
に
山
口
女
子
大
学

に
、
九
六
年
に
山
口
県
立
大
学
に
順
次
改
編
さ
れ
た
が
、
寺
内
文
庫
は
一
貫
し
て
上
記
の
各

大
学
付
属
図
書
館
と
し
て
利
用
さ
れ
た（
１
）。

二
、
甲
乙
二
拓
本
の
収
蔵
問
題

寺
内
文
庫
は
多
数
の
拓
本
を
収
蔵
し
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
「
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
「
高

句
麗
広
開
土
王
陵
碑
」」（
２
）と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
各
種
の
関
連
資
料
を

一
覧
し
、
甲
乙
二
拓
本
が
寺
内
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
事
情
を
追
跡
し
て
み
よ
う
。

は
じ
め
に
、開
庫
当
時
に
印
行
さ
れ
た
『
桜
圃
寺
内
文
庫
図
書
目
録
』（
一
九
二
二
年
）（
３
）

は
蔵
書
七
五
一
〇
冊
余
を
著
録
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
般
閲
覧
者
向
け
の
通
俗
書
を
「
引

抜
キ
採
録
」
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
件
の
甲
乙
二
拓
本
は
見
当
た
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
、
国
内
所
在
の
朝
鮮
本
調
査
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た
田
川
孝
三
著
『
桜
圃
寺
内

文
庫
朝
鮮
本
調
査
報
告
』（
一
九
六
五
年
）（
４
）に
よ
れ
ば
、
当
時
の
山
口
女
子
短
期
大
学
付

属
図
書
館
の
寺
内
文
庫
本
、
尺
牘
類
条
に
「
高
句
麗
広
開
土
王
好
太
王
碑　

四
幅
」
と
あ
り
、

こ
こ
に
お
い
て
、
初
め
て
寺
内
文
庫
収
蔵
の
広
開
土
王
碑
拓
本
、
少
な
く
と
も
全
四
面
・
四

枚（
四
幅
）即
ち
拓
本
一
本
分
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
拓
本
の
部
数
は
明
記
さ
れ
ず
、
甲

乙
二
拓
本
が
揃
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
初
め
て
本
格
的
な
寺
内
文
庫
研
究
に
取
り
組
ん
だ
国
守
進
編
『
桜
圃
寺
内
文
庫

の
研
究
』（
一
九
七
六
年
）は
、
注
目
す
べ
き
論
文
二
編
を
収
録
す
る
。
そ
の
一
つ
は
国
守
進

「
寺
内
文
庫
朝
鮮
本
・
李
朝
文
書
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
で
李
進
熙
氏
の
研
究（
５
）

に
よ
り
な
が
ら
、件
の
拓
本
の
類
型
は
「
内
藤
拓
本
～
総
督
府
拓
本
グ
ル
ー
プ
が
最
も
近
い
」

と
し
、
ま
た
そ
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
「
明
治
末
～
大
正
期
の
拓
本
で
あ
」
る
と
指
摘
し
た

（
６
）。
こ
の
見
解
は
大
い
に
参
考
に
な
る
が
、
国
守
氏
が
諸
拓
本
を
比
較
し
た
さ
い
に
、
甲

乙
二
拓
本
の
う
ち
ど
の
拓
本
を
、
ど
の
よ
う
に
考
察
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

も
う
一
つ
は
原
川
一
郎
・
池
田
啓
子
「
桜
圃
寺
内
文
庫
和
漢
書
目
録
」
で
あ
っ
て
、
そ
の

別
集
、
拓
本
類
、
中
国
・
朝
鮮
条
に
「
広
開
土
王
陵
碑 

４
枚（
２
部
）」
と
明
記
さ
れ
た（
７
）。

即
ち
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
初
め
て
甲
乙
二
拓
本
が
確
認
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
拙
著
『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』（
二
〇
〇
九
年
）は
、「
寺
内
正
毅
甲
本
」

―【
Ｃ
１
―
２
型
】類
型
・
甲
乙
二
拓
本
の
場
合
―

武　
　

田　
　

幸　
　

男
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と
「
寺
内
正
毅
乙
本
」
と
が
共
に
石
灰
拓
本
の
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
属
す
る
整
拓
本
で

あ
り
、
寺
内
氏
が
一
九
一
〇
～
一
六
年
に
入
手
し
た
と
推
定
し
た（
８
）。
そ
の
類
型
は
筆
者

独
自
の
基
準
に
よ
り
、
甲
乙
二
拓
本
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
判
定
し
た
が
、
拓
本
の
収
蔵
時
期

は
推
測
の
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
本
格
的
な
寺
内
文
庫
研
究
を
一
段
と
発
展
さ
せ
た
伊
藤
幸
司
編
『
桜
圃
寺
内
文

庫
の
研
究
』（
二
〇
一
三
年
）は
、
注
目
す
べ
き
永
島
広
紀
「
寺
内
正
毅
と
朝
鮮
総
督
府
の
古

蹟
・
資
料
調
査
―
―
「
桜
圃
寺
内
文
庫
」
の
成
立
前
提
史
―
―
」
を
収
録
す
る
。
こ
の
論
文

は
「
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
六
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
朝
鮮
総
督
府
官
房
「
参
事
官
室
」、

お
よ
び
中
枢
院
調
査
課
に
よ
る
朝
鮮
金
石
文
の
調
査
・
収
集
に
ま
つ
わ
る
報
告
書
と
そ
の
補

助
資
料（
中
略
）を
元
に
編
集
さ
れ
た
の
が
『
朝
鮮
金
石
總
覧
』（
上
・
下
：
一
九
一
九
年
三

月
／
補
遺
：
一
九
二
三
年
三
月
）で
あ
る
」
と
指
摘
し
、「
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
『
朝
鮮

旧
慣
制
度
調
査
事
業
概
要
』
は
「
大
正
三
年
七
月
、
著
名
な
る
拓
本
五
十
五
種
を
本
府
会
議

室
に
陳
列
し
、
寺
内
総
督
初
め
本
府
職
員
其
の
他
有
志
の
観
覧
に
供
し
た
り
」
と
記
し
て

い
る
」
と
紹
介
し
た
う
え
で
、「
現
在
、
寺
内
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
「
高
句
麗
広
開
土
王
陵
碑
」

拓
本
は
、
或
い
は
こ
の
と
き
に（
中
略
）参
事
官
室
か
ら
寺
内
総
督
に
献
呈
さ
れ
た
も
の
か
と

推
定
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
た（
９
）。
た
だ
し
、
永
島
論
文
は
甲
乙
二
拓
本
の
区
別
に
つ
い
て

と
く
に
言
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
関
連
資
料
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
甲
乙
二
拓
本
の
中
の
一
本
が
確
認
さ
れ
る

の
は
一
九
六
五
年
を
下
限
と
す
る
。
ま
た
、
甲
乙
二
拓
本
が
揃
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
は

一
九
七
五
年
を
下
限
と
し
て
い
て
、
寺
内
文
庫
の
創
設
後
す
で
に
半
世
紀
を
経
過
し
た
こ
ろ

に
な
る
。

し
か
し
、
収
蔵
時
期
の
上
限
が
い
つ
ま
で
溯
る
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
予
断
を
許
さ
な

い
。
あ
え
て
い
え
ば
、
寺
内
文
庫
創
設
の
一
九
二
二
年
ま
で
溯
る
こ
と
す
ら
否
定
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
甲
乙
二
拓
本
が
同
時
に
収
蔵
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
々
か
と
問

わ
れ
れ
ば
、
い
ま
の
と
こ
ろ
皆
目
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。
甲
乙
二
拓
本
の
収
蔵
時
期
の
問

題
は
い
ま
な
お
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。

三
、
甲
乙
二
拓
本
の
弁
別
問
題

甲
乙
二
拓
本
の
収
蔵
問
題
に
加
え
て
、
新
た
に
二
拓
本
の
弁
別
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
即

ち
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
に
、
山
口
県
立
大
学
准
教
授
・
渡
辺
滋
氏
か
ら
、
甲
乙
二
拓
本
の

八
面
・
八
枚
が
混
在
し
て
い
る
現
状
と
、
混
在
し
た
八
面
・
八
枚
を
拓
本
本
来
の
二
拓
本
に

弁
別
す
べ
き
問
題
に
つ
い
て
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
弁
別
問
題
の
解
決
は
甲
乙
二
拓
本

の
本
格
的
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
の
、
は
な
は
だ
重
要
な
課
題
に
他
な
ら
な
い
。

甲
乙
二
拓
本
の
性
格
は
互
い
に
よ
く
似
て
い
て
、
そ
の
実
状
は
拓
本
の
現
状
、
類
型
、
着

墨
情
況
や
用
紙
法
に
即
し
て
、
以
下
順
次
考
察
す
る
で
あ
ろ
う
。
お
も
う
に
、
こ
れ
ま
で
二

拓
本
を
明
確
に
区
別
し
難
か
っ
た
り
、
二
拓
本
が
混
在
し
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
は
、
両
拓

本
の
性
質
が
酷
似
す
る
こ
と
に
起
因
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
筆
者
が
寺
内
文
庫
の
広
開
土
王
碑
拓
本
を
知
っ
た
の
は
、
九
州
大
学
文
学
部
助
教

授（
当
時
）・
濱
田
耕
策
氏
よ
り
一
九
九
〇
年
三
月
九
日
撮
影
の
写
真
二
〇
枚
を
受
贈
し
た
と

き
で
あ
る
。
拝
観
す
る
と
、
そ
れ
は
拓
本
を
多
様
な
角
度
か
ら
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で

あ
り
、
し
か
も
よ
く
観
察
す
る
と
、
一
拓
本
分
に
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
筆
者
の
照
会
に
応
え
て
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
濱
田
氏
か
ら
ス
ナ
ッ
プ
写
真
一

枚
ご
と
に
撮
影
順
序
を
メ
モ
し
、
二
拓
本
に
仕
分
け
た
丁
寧
な
返
書
を
い
た
だ
い
た
。
甲
乙

二
拓
本
は
一
九
九
〇
年
ま
で
に
、
や
は
り
寺
内
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

拙
著
『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』
は
こ
れ
を
「
甲
本
」「
乙
本
」
と
命
名
し
、
共
に
【
Ｃ

１
―
２
型
】
類
型
に
属
す
る
拓
本
と
判
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
濱
田
氏
か
ら
贈
ら
れ

た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
と
丁
寧
な
教
示
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
拓
本
の
弁
別
問
題
は
、
二
〇
一
七
年
に
渡
辺
滋
氏
か
ら
連
絡
を
受
け
る
ま
で
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。
同
年
一
一
月
、
渡
辺
氏
の
好
意
に
よ
り
二
拓
本
の
拓
影
写
真
を
恵

贈
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
拓
影
写
真
と
濱
田
氏
撮
影
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
と
を
熟
覧
し
、
慎
重
に

比
較
検
討
し
た
結
果
、
一
九
九
〇
年
当
時
の
「
甲
本
」
と
「
乙
本
」
と
に
各
々
弁
別
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

二
〇
一
八
年
三
月
一
三
～
一
四
日
、
筆
者
と
共
同
研
究
者
・
赤
羽
目
匡
由
氏
、
橋
本
繁
氏

は
山
口
県
立
大
学
を
訪
問
し
、
渡
辺
氏
の
厚
意
と
協
力
を
え
て
、
寺
内
文
庫
収
蔵
の
甲
乙
二

拓
本
を
調
査
し
て
、
予
想
に
違
わ
ぬ
成
果
が
あ
げ
ら
れ
た
。

第
二
章 

「
寺
内
文
庫
甲
本
」「
寺
内
文
庫
乙
本
」
の
現
状

一
、
甲
乙
二
拓
本
の
現
状
㈠
―
―
紙
墨
と
面
番
号
―
―

寺
内
文
庫
収
蔵
の
甲
乙
二
拓
本
の
弁
別
結
果
に
従
っ
て
、
そ
の
拓
影
を
そ
れ
ぞ
れ
「
写
真

１
」「
写
真
２
」
に
示
す
。
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写
真
１
「
寺
内
文
庫
甲
本
」
拓
影

第
Ⅰ
面

第
Ⅱ
面

第
Ⅲ
面

第
Ⅳ
面

写
真
２
「
寺
内
文
庫
乙
本
」
拓
影

第
Ⅰ
面

第
Ⅱ
面

第
Ⅲ
面

第
Ⅳ
面
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甲
乙
二
拓
本
は
そ
れ
ぞ
れ
折
り
畳
み
、
紙
箱（
お
よ
そ
縦
五
一
×
横
三
八
×
高
さ
二
三
セ

ン
チ
）に
収
納
し
て
保
管
す
る
。
保
管
状
況
は
概
ね
良
好
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
拓
本

の
折
り
方
は
、
そ
の
折
り
目
と
面
番
号
と
が
重
複
す
る
事
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
拓
出
直

後
と
異
な
る
折
り
方
で
あ
る
。

二
拓
本
の
紙
墨
は
共
に
通
常
一
般
の
石
灰
拓
本
と
同
様
に
、
用
紙
は
薄
く
て
や
や
雑
で
あ

り
、
そ
の
一
部
は
小
さ
な
穴
状
を
呈
す
る
部
分
も
見
う
け
ら
れ
る
。
墨
は
触
れ
る
と
す
ぐ
汚

れ
る
よ
う
な
通
常
の
煤
墨
を
用
い
、直
径
一
〇
セ
ン
チ
程
度
の
タ
ン
ポ
を
使
い
、濃
墨
を
も
っ

て
拓
出
す
る
。

ま
た
、通
常
一
般
の
石
灰
拓
本
と
同
様
に
、面
番
号
が
拓
本
の
裏
面
に
貼
付
さ
れ
た
。
即
ち
、

拓
出
直
後
に
折
り
畳
ん
で
表
出
し
た
裏
面
の
中
ほ
ど
に
、
拓
紙
と
同
質
の
縦
横
三
～
五
セ
ン

チ
程
度
の
小
紙
に
各
々
「
一
」「
二
」「
三
」「
四
」
と
墨
書
し
て
貼
付
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

「
甲
本
」
裏
面
に
面
番
号
を
貼
付
し
た
位
置
は
、
第
Ⅰ
面
で
は
拓
字（
左
文
）の
「
浮
」〔
Ⅰ
03

―
03
〕、第
Ⅱ
面
の
「
其
」〔
Ⅱ
05
―
05
〕、第
Ⅲ
面
の
「
戦
」〔
Ⅲ
05
―
04
〕、第
Ⅳ
面
の
「
萬
」

〔
Ⅳ
06
―
03
〕
や
、
そ
の
近
く
に
確
か
め
ら
れ
る
。

ま
た
、「
乙
本
」
裏
面
の
面
番
号
は
、
第
Ⅰ
面
で
は
拓
字（
左
文
）の
「
然
」〔
Ⅰ
03
―
05
〕、

第
Ⅱ
面
の
「
城
」〔
Ⅱ
03
―
04
〕、
第
Ⅲ
面
の
「
合
」〔
Ⅲ
05
―
03
〕、
第
Ⅳ
面
の
「
國
」〔
Ⅳ

05
―
05
〕
と
、
そ
の
辺
り
に
認
め
ら
れ
る
。

即
ち
、
甲
乙
二
拓
本
の
面
番
号
は
、
み
な
拓
本
裏
面
の
特
定
の
位
置
、
つ
ま
り
各
面
裏

面
の
第
一
段（
10
）第
三
～
六
行
の
位
置
に
集
中
す
る（
お
よ
そ
縦
四
〇
×
横
三
〇
セ
ン
チ
の

範
囲
）。
そ
れ
は
拓
工
が
拓
出
直
後
に
折
り
畳
ん
で
表
出
し
た
拓
本
裏
面
の
範
囲
に
相
当
し
、

二
拓
本
の
各
面
を
通
じ
て
常
に
一
定
し
て
い
て
、
貼
付
し
た
面
番
号
が
最
も
確
認
し
や
す
い

位
置
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
二
拓
本
の
紙
墨
の
質
、
各
面
の
折
り
畳
み
方
や
、
小
紙
に
墨

書
し
た
面
番
号
、
そ
の
貼
付
位
置
等
は
互
い
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

二
、
甲
乙
二
拓
本
の
現
状
㈡
―
―
石
灰
と
泥
土
―
―

石
灰
拓
本
の
基
本
的
な
特
徴
は
、
碑
面
に
石
灰
を
塗
布
し
て
制
作
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
石
灰
を
塗
布
し
た
痕
跡
で
あ
る
。「
甲
本
」
を
熟
覧
す
る
と
、
ま
ず
、

拓
本
各
面
の
文
字
間
と
行
間
に
濃
墨
の
着
墨
部
分
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
碑
面
に
石

灰
を
塗
布
し
た
部
分
に
対
応
す
る
。

ま
た
、
よ
く
見
る
と
、
拓
本
を
採
る
た
び
に
石
灰
が
剥
落
し
た
部
分
を
、
新
た
に
石
灰
を

塗
布
し
て
修
復
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
石
灰
を
塗
布
し
て
作
っ
た
石
灰
文
字

も
多
数
摘
出
さ
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
は
後
に
詳
し
く
考
察
す
る
で
あ
ろ
う（
本
稿
第

四
章
二
、「
図
表
１
」）。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
以
上
に
指
摘
し
た
「
甲
本
」
の
石
灰
の
塗
布
状
況
が
、「
乙
本
」

で
も
同
じ
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
強
調
し
た
い
の
は
、「
甲

本
」
に
付
着
す
る
石
灰
粒
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
最
長
径
一
・
三
セ
ン
チ
程
度
の
石

灰
一
粒
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
拓
本
の
第
Ⅲ
面
の
拓
字
「
千
」〔
Ⅲ
08
―
13
〕
の
裏

面
に
付
着
す
る（
11
）。

と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
拓
本
裏
面
に
付
着
し
た
茶
色
の
泥
土（
黄
泥
）

で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
甲
乙
二
拓
本
に
か
な
り
広
く
分
布
す
る
。
そ
の
調
査
結
果
は
下

記
の
と
お
り
で
あ
る
。　
「
甲
本
」
に
付
着
し
た
泥
土
の
位
置
は
、
⑴
第
Ⅰ
面
第
三
段（
不
着

墨
部
分
の
貼
り
目
、
ポ
イ
ン
ト
①（
12
）を
含
む
）、
⑵
第
Ⅱ
面
第
二
段（
着
墨
部
分
の
貼
り
目
）、

⑶
同
面
第
三
～
五
段（
着
墨
部
分
と
不
着
墨
部
分
と
の
貼
り
目
）、
⑷
同
面
第
九
段（
不
着
墨

部
分
の
貼
り
目
以
外
）、
⑸
第
Ⅲ
面
第
九
段（
不
着
墨
部
分
の
貼
り
目
以
外
、
ポ
イ
ン
ト
②
）

の
五
か
処
で
あ
る
。

「
乙
本
」
に
付
着
し
た
泥
土
の
位
置
は
、
⑴
第
Ⅰ
面
第
四
～
九
段（
着
墨
部
分
と
不
着
墨
部

分
と
の
貼
り
目
、
ポ
イ
ン
ト
①
を
含
む
）、
⑵
第
Ⅱ
面
第
四
段（
不
着
墨
部
分
の
貼
り
目
以
外
、

ポ
イ
ン
ト
②
を
含
む
）、
⑶
第
Ⅲ
面
第
八
～
九
段（
不
着
墨
部
分
の
貼
り
目
以
外
、
ポ
イ
ン
ト

⑥
を
含
む
）、
⑷
第
Ⅳ
面
第
九
段（
着
墨
部
分
の
貼
り
目
）の
四
か
処
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
今
西
龍
氏
が
一
九
一
三
年
に
現
地
輯
安
で
の
体
験
談
、
即
ち

「
碑
面
の
深
く
缺
落
せ
る
第
一
面
の
一
部
の
如
き
は
泥
土
を
以
て
之
を
填
充
し
、
尚
ほ
四
面

と
も
に
全
面
に
石
灰
を
塗
り
字
形
の
み
を
現
は
し
、
字
外
の
面
の
小
凹
凸
を
填
め
て
之
を
平

に
し
、
唯
拓
本
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
の
み
務
め
た
り
」
と
い
う
記
事（
13
）で
あ
る
。

「
第
一
面
の
一
部
」
と
は
、
碑
石
の
四
面
の
う
ち
で
最
も
深
い
亀
裂
が
入
っ
た
第
Ⅰ
面
の

不
着
墨
部
分
、
つ
ま
り
ポ
イ
ン
ト
①
に
相
当
し
、
そ
こ
に
大
量
の
泥
土
を
塗
り
込
ん
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
甲
乙
二
拓
本
の
場
合
に
は
、
泥
土
は
「
第
一
面
の
一
部
」
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
広
い
範
囲
に
及
ぶ
。

甲
乙
二
拓
本
の
泥
土
の
付
着
状
況
を
摘
出
し
て
み
る
と
、
第
一
に
、
付
着
し
た
泥
土
は
ポ

イ
ン
ト
①
②
⑥
を
含
む
拓
本
の
裏
面
の
「
不
着
墨
部
分
」
に
六
例
、「
着
墨
部
分
」
に
五
例

が
認
め
ら
れ
る
。
着
墨
と
不
着
墨
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
泥
土
を
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
付
着

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
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第
二
に
、
付
着
し
た
泥
土
は
、
継
ぎ
貼
り
用
紙（
14
）の
「
貼
り
目
」
部
分
に
七
例
、「
貼

り
目
以
外
」
の
部
分
に
四
例
認
め
ら
れ
た
。
や
や
貼
り
目
部
分
に
多
い
の
は
、
タ
ン
ポ
で
叩

い
た
圧
力
が
二
層
の
糊
代
部
分
に
加
重
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
と
く
に
強
調
し
た
い
の
は
、
甲
乙
二
拓
本
に
付
着
し
た
泥
土
が
拓
本
ご
と
に
四
、

五
か
処
に
の
ぼ
り
、
合
わ
せ
て
一
一
例
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、

拓
本
裏
面
に
付
着
し
た
泥
土
が
摘
出
さ
れ
た
石
灰
拓
本
は
二
例
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
一
拓

本
に
つ
き
一
か
処
・
一
例
に
限
ら
れ
る（
15
）。
甲
乙
二
拓
本
の
特
徴
は
、
付
着
し
た
泥
土
の

多
さ
と
そ
の
広
さ
に
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
に
お
い
て
、
甲
乙
二
拓
本
の
紙
墨
と
面
番
号
、
お
よ
び
塗
布
し
た
石
灰
や
付
着
し
た

泥
土
に
関
し
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
は
み
な
二
拓
本
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
性
格
は
互
い
に
酷
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章 

「
寺
内
文
庫
甲
本
」「
寺
内
文
庫
乙
本
」
の
類
型
判
定

一
、「
甲
本
」
の
類
型
判
定

寺
内
文
庫
の
甲
乙
二
拓
本
の
性
格
は
、
筆
者
提
唱
の
「
着
墨
パ
タ
ー
ン
法
」
で
判
定
し
た

拓
本
類
型
に
端
的
に
示
さ
れ
る
。
着
墨
パ
タ
ー
ン
法
は
拓
本
の
㈠
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
を
基
本

的
な
基
準
と
し
、
㈡
着
墨
状
況
と
㈢
用
紙
法
と
を
副
次
的
な
基
準
と
し
て
判
定
す
る
「
石
灰

拓
本
」
類
型
・
編
年
論（
16
）で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
基
本
的
な
基
準
の
㈠
不
着
墨
パ
タ
ー

ン
に
従
っ
て
、
甲
乙
二
拓
本
の
類
型
を
判
定
す
る
。

甲
乙
二
拓
本
の
類
型
は
、
ま
ず
、
不
着
墨
部
分
の
六
ポ
イ
ン
ト
①
～
⑥
を
特
定
す
る
。
つ

ぎ
に
、「
写
真
１
」「
写
真
２
」
に
よ
っ
て
各
ポ
イ
ン
ト
の
不
着
墨
部
分
の
パ
タ
ー
ン（
形
状

と
そ
の
大
き
さ
）を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
に
適
合
一
致
す
る
類
型
を
そ
れ

ぞ
れ
摘
出
し
、
判
定
す
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、「
甲
本
」
か
ら
始
め
よ
う
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
①
は
、
拓
本
第
Ⅰ
面
の
左
端
・
中
央

か
ら
右
側
上
方
に
向
か
っ
て
連
続
す
る
白
抜
き
の
不
着
墨
部
分
で
あ
る
。「
写
真
１
」
に
よ

る
と
、「
甲
本
」
の
ポ
イ
ン
ト
①
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
左
右
連
続
し
て
五
行
に
及
ぶ
。
連

続
五
行
の
パ
タ
ー
ン
は
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
の
み
に
一
致
す
る
。
こ
れ
で
、早
々
と
、「
甲

本
」
は
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
と
判
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
念
を
入
れ
て
、
以

下
の
五
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
比
較
対
照
し
て
み
よ
う
。

ポ
イ
ン
ト
②
は
、
第
Ⅱ
面
の
右
端
・
中
央
か
ら
左
側
上
方
に
連
続
す
る
不
着
墨
部
分
で
あ

る
。
そ
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
連
続
三
行
×
上
下
一
一
字
格
で
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は【
Ｃ

１
型
】
類
型
、そ
の
な
か
で
も
【
Ｃ
１
―
２
型
】【
Ｃ
１
―
３
型
】
の
二
類
型
に
最
も
適
合
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
③
は
、
第
Ⅱ
面
の
上
端
・
中
央
か
ら
下
方
に
連
続
す
る
不
着
墨
部
分
で
あ
る
。

そ
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
連
続
二
行
×
六
字
格
に
及
ぶ
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
【
Ｃ
１
型
】
類

型
、
即
ち
【
Ｃ
１
―
１
型
】【
Ｃ
１
―
２
型
】【
Ｃ
１
―
３
型
】
の
三
類
型
に
該
当
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
④
は
、
第
Ⅲ
面
上
端
・
右
側
隅
の
直
角
三
角
形
様
の
不
着
墨
部
分
で
あ
る
。
こ

の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
、「
写
真
１
」
に
よ
れ
ば
連
続
八
行
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

同
面
第
一
行
は
拓
工
が
碑
面
に
用
紙
を
充
て
ず（
用
紙
不
充
）、
着
墨
し
な
か
っ
た（
不
着
墨
）

（
17
）の
で
あ
っ
て
、
必
ず
こ
の
一
行
を
補
っ
て
数
え
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト

④
の
行
数
は
、
連
続
九
行
と
数
え
ら
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
④
の
パ
タ
ー
ン
は
【
Ｃ
１
型
】
類
型

に
該
当
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
⑤
⑥
も
、
ポ
イ
ン
ト
④
の
場
合
と
同
様
に
、
拓
工
が
着
墨
し
な
か
っ
た
第
Ⅲ
面

第
一
行
を
含
む
位
置
で
あ
る
。
ま
ず
、
ポ
イ
ン
ト
⑤
は
同
面
右
端
・
中
央
の
台
形
様
の
不
着

墨
部
分
で
あ
る
。
そ
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
、
第
一
行
を
補
っ
て
連
続
三
行
と
数
え
ら
れ
る
。

こ
の
パ
タ
ー
ン
は
や
は
り
【
Ｃ
１
型
】
類
型
に
該
当
す
る
。

つ
ぎ
に
、
ポ
イ
ン
ト
⑥
は
、
第
Ⅲ
面
下
端
・
右
側
隅
の
大
き
な
不
定
形
の
不
着
墨
部
分
で

あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
第
一
行
に
ポ
イ
ン
ト
⑥
固
有
の
字
格
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
た
め
第
一
行
の
字
格
は
数
え
な
い（
第
二
行
以
下
の
字
格
を
数
え
る
）こ
と
に
留
意
す
る
。

と
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
⑥
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
の
行
数
は
、
第
一
行
を
補
っ
て
七
行
連
続

す
る
。
ま
た
、
そ
の
字
格
数
は
最
上
の
第
二
行
第
三
二
字
格
か
ら
、
最
下
の
第
五
～
七
行
第

四
一
字
格
ま
で
、通
計
し
て
一
一
字
格
が
連
続
す
る
。こ
の
連
続
七
行
×
一
一
字
格
の
パ
タ
ー

ン
も
ま
た
、【
Ｃ
１
型
】
類
型
に
該
当
す
る
。

以
上
に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
、「
甲
本
」
の
六
ポ
イ
ン
ト
の
全
て
に
該
当
す
る
の
は
【
Ｃ

１
―
２
型
】
類
型
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
、「
甲
本
」
は
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
属
す
る
と

判
定
さ
れ
る
。

二
、「
乙
本
」
の
類
型
判
定

つ
ぎ
に
、「
乙
本
」
の
類
型
を
判
定
し
て
み
よ
う
。
そ
の
第
Ⅰ
面
の
ポ
イ
ン
ト
①
の
不
着

墨
パ
タ
ー
ン
は
、「
写
真
２
」
に
よ
る
と
連
続
五
行
で
あ
る
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
は
【
Ｃ
１
―

２
型
】
類
型
に
一
致
す
る
。

第
Ⅱ
面
の
ポ
イ
ン
ト
②
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
、
連
続
三
行
×
一
一
字
格
で
あ
る
。
そ
の
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パ
タ
ー
ン
は
【
Ｃ
１
型
】
類
型
、
そ
の
な
か
の
【
Ｃ
１
―
２
型
】【
Ｃ
１
―
３
型
】
の
二
類

型
に
最
も
適
合
す
る
。

同
面
の
ポ
イ
ン
ト
③
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
、連
続
二
行
×
六
字
格
で
あ
り
、そ
の
パ
タ
ー

ン
は
【
Ｃ
１
型
】
類
型
、
即
ち
【
Ｃ
１
―
１
型
】【
Ｃ
１
―
２
型
】【
Ｃ
１
―
３
型
】
の
三
類

型
に
該
当
す
る
。

つ
ぎ
は
、
第
Ⅲ
面
の
第
一
行
を
含
む
ポ
イ
ン
ト
④
～
⑥
で
あ
る
が
、
さ
き
に
記
し
た
よ
う

に
、
拓
工
が
無
視
し
、
用
紙
を
充
て
な
か
っ
た
第
一
行
は
必
ず
数
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
、

ポ
イ
ン
ト
④
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
連
続
九
行
で
あ
り
、
そ
れ
は
【
Ｃ
１
型
】
類
型
に
該
当

す
る
。

つ
ぎ
に
、
同
面
の
ポ
イ
ン
ト
⑤
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
三
行
連
続
し
、
や
は
り
【
Ｃ
１
型
】

類
型
に
該
当
す
る
。

つ
ぎ
に
、
同
面
の
ポ
イ
ン
ト
⑥
の
不
着
墨
パ
タ
ー
ン
は
連
続
七
行
×
一
一
字
格
で
あ
り
、

こ
れ
も
や
は
り
【
Ｃ
１
型
】
類
型
に
該
当
す
る
。

以
上
に
検
討
し
た
結
果
、「
乙
本
」
の
六
ポ
イ
ン
ト
の
全
て
に
該
当
す
る
の
は
【
Ｃ
１
―

２
型
】類
型
だ
け
で
あ
り
、「
乙
本
」も【
Ｃ
１
―
２
型
】類
型
の
拓
本
と
判
定
さ
れ
る
。
従
っ

て
、
着
墨
パ
タ
ー
ン
法
に
よ
れ
ば
、
甲
乙
二
拓
本
は
共
に
典
型
的
な
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型

の
石
灰
拓
本
で
あ
る
。

な
お
、【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
属
す
る
甲
乙
二
拓
本
の
制
作
時
期
は
、
筆
者
の
「
石
灰

拓
本
」
類
型
・
編
年
論
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
三
年
前
後
～
一
九
一
二
年
前
後
に
拓
出
さ
れ
た

と
想
定
さ
れ
る（
18
）。

第
四
章
「
寺
内
文
庫
甲
本
」「
寺
内
文
庫
乙
本
」
の
着
墨
情
況

一
、
甲
乙
二
拓
本
の
一
般
的
な
着
墨
情
況

こ
の
章
で
は
、
副
次
的
な
基
準
の
㈡
着
墨
状
況
に
従
っ
て
、
甲
乙
二
拓
本
の
着
墨
情
況
が

【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
適
合
す
る
か
、
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
に
、
甲
乙
二
拓
本
の
一
般
的
な
着
墨
情
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
拓

出
さ
れ
た
文
字
の
読
み
易
さ
、
読
み
難
さ
で
あ
る
。
お
よ
そ
【
Ｃ
１
型
】
類
型
の
二
拓
本
は
、

広
開
土
王
碑
拓
本
制
作
史
上
で
比
較
的
早
い
時
期
に
制
作
さ
れ
て
、
ご
く
少
数
の
異
体
字
等

を
除
け
ば
、
そ
の
拓
字
は
比
較
的
読
み
易
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
比
較
的
遅
く
に
制
作
さ
れ

た
【
Ｃ
２
型
】【
Ｃ
３
型
】
類
型
の
拓
本
は
、
塗
布
し
た
石
灰
が
剥
落
し
て
い
て
、
朦
朧
化

し
た
拓
字
が
相
当
読
み
難
く
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
の
二
つ
は
、
拓
本
の
天
地
や
行
間
に
引
か
れ
た
界
線
で
あ
る
。
立
碑
当
時
に
刻
し
た
界

線
は
、
荒
れ
た
碑
面
に
塗
布
し
た
石
灰
で
消
滅
し
た
拓
本
や
、
或
い
は
塗
布
し
た
石
灰
が
剥

落
し
て
出
現
し
た
拓
本
が
識
別
さ
れ
る
。
出
現
し
た
界
線
も
点
線
状
の
も
の
、
ご
く
短
い
も

の
や
、
や
や
長
い
も
の
等
、
様
々
な
事
例
が
識
別
さ
れ
る
。

例
え
ば
、「
甲
本
」
第
Ⅰ
面
で
は
、
そ
の
天
地
の
天
の
界
線
は
第
七
～
九
行
に
わ
ず
か
に

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
行
間
の
ご
く
短
い
界
線
は
第
三
～
四
行
・
第
七
字
格
の
間
、
同
行
・

二
九
～
三
〇
字
格
の
間
、
第
四
～
五
行
・
第
三
〇
～
三
一
字
格
の
間
、
第
五
～
六
行
・
第

三
六
字
格
の
間
、
第
七
～
八
行
・
第
三
〇
字
格
の
間
、
第
一
〇
～
一
一
行
・
第
二
五
字
格
の

間
に
辛
う
じ
て
認
め
ら
れ
る
。

他
方
、「
乙
本
」
第
Ⅰ
面
の
天
地
の
界
線
は
見
当
た
ら
ず
、
行
間
の
界
線
は
「
甲
本
」
と

同
じ
位
置
の
も
の
や
異
な
る
位
置
の
も
の
、
同
じ
長
さ
の
も
の
や
異
な
る
も
の
も
見
ら
れ
る

が
、
甲
乙
二
拓
本
の
拓
出
状
況
は
総
じ
て
ほ
ぼ
同
じ
状
況
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
の
三
つ
は
、
拓
本
に
現
れ
た
小
白
点
群
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
な
白
点
群
は
、
風
化
し
た

碑
面
本
来
の
小
さ
な
凹
処
か
、
塗
布
し
た
石
灰
が
剥
落
し
て
で
き
た
小
さ
な
凹
痕
で
あ
っ

て
、
石
灰
塗
布
最
盛
期
に
は
石
灰
で
塗
り
込
め
ら
れ
て
、
表
出
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
碑
面
の
石
灰
は
拓
本
を
拓
出
す
る
た
び
に
剥
落
し
、
そ
の
下
か
ら
し
だ
い

に
小
白
点
群
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

甲
乙
二
拓
本
の
拓
字
の
読
み
易
さ
、
天
地
・
行
間
の
界
線
や
小
白
点
群
に
見
ら
れ
る
着
墨

情
況
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
石
灰
塗
布
最
盛
期
の
【
Ｃ
１
―
１
型
】
類
型
よ
り
新
し
く
、
石

灰
剥
落
期
に
属
す
る
【
Ｃ
２
型
】【
Ｃ
３
型
】
の
二
類
型
よ
り
古
く
に
拓
出
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
二
拓
本
は
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
最
も
適
合
す
る
と
想
定
さ

れ
る
。

二
、
甲
乙
二
拓
本
の
時
系
列
的
位
置

第
二
に
、
甲
乙
二
拓
本
の
石
灰
文
字
の
時
系
列
的
位
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
ま
ず
、
こ
の
二
拓
本
と
同
じ
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
の
「
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研

究
室
甲
本（
東
大
考
古
甲
本
）」
と
の
三
拓
本
を
取
り
上
げ
る
。
つ
ぎ
に
、
各
種
類
型
の
石
灰

拓
本
か
ら
一
つ
ず
つ
、
任
意
に
【
Ｃ
１
―
１
型
】
類
型
の
「
学
習
院
大
学
乙
本
」（
19
）、【
Ｃ

１
―
３
型
】
類
型
の
「
勝
浦
鞆
雄
本
」（
20
）、【
Ｃ
２
型
】
類
型
の
「
梶
本
益
一
本
」（
21
）、【
Ｃ

３
型
】
類
型
の
「
書
学
院
本
」（
22
）を
取
り
上
げ
る
。



― 7 ―

山口県立大学学術情報　第12号 〔国際文化学部紀要　通巻第25号〕 2019年 3 月

ま
た
、上
記
の
七
拓
本
か
ら
各
々
石
灰
文
字
、そ
の
う
ち
代
表
的
な
石
灰
誤
字
の
「
因
」（
正

釈
は
「
天
」、以
下
こ
の
書
式
に
倣
う
）、「
黄
」（「
履
」）、「
歸
」（「
跪
」）、「
兵
」（
軍
）、「
朝
」

（「
論
」）、「
都
」（「
看
」）の
六
文
字
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
比
較
の
基
準
と
し
て

標
式
的
な
二
墨
本
、即
ち
【
Ａ
４
型
】
類
型
の
原
石
拓
本
「
水
谷
悌
二
郎
本
」（
23
）と
、【
Ｂ
型
】

類
型
の
墨
水
廓
填
本
「
酒
匂
景
信
本
」（
24
）と
を
取
り
上
げ
る
。
以
上
の
九
墨
本
、
五
四
文

字
を
各
類
型
の
時
系
列
で
整
理
し
て
「
図
表
１
」
を
提
示
す
る
。

は
じ
め
に
、
水
谷
悌
二
郎
本
と
酒
匂
景
信
本
と
を
比
較
し
て
、
学
習
院
大
学
乙
本
よ
り
以

下
の
拓
本
の
石
灰
誤
字
に
対
す
る
評
価
基
準
を
確
認
す
る
。
原
石
拓
本
の
水
谷
悌
二
郎
本
は

一
八
八
九
年
、
発
見
直
後
の
荒
れ
た
碑
面
を
そ
の
ま
ま
拓
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
碑
字
を
一

見
し
た
だ
け
で
は
殆
ど
判
読
し
難
い
か
、
全
く
判
読
で
き
な
い
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
水
谷
悌
二
郎
本
を
含
む
原
石
拓
本
の
拓
字
こ
そ
、
各
種
類
型
の
墨
本
の
な
か
で
立
碑
当

時
の
刻
字
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
墨
水
廓
填
本
の
酒
匂
景
信
本
は
、
制
作
者
が
原
石
拓
本
を
手
本
と
し
て

釈
読
し
、
手
書
き
で
字
画
を
太
く
、
文
字
を
鮮
明
に

写
し
と
り
、
だ
れ
も
が
読
み
易
い
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
原
石
拓
本
と
は
全
く
異
質
の
手
書
き

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
六
文
字
は
全
て
誤
字
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
墨
水
廓
填
本
の
酒
匂
景
信
本
と
石
灰
拓

本
の
学
習
院
大
学
乙
本
と
を
比
較
し
て
、
両
墨
本
の

共
通
性
を
確
認
す
る
。
両
者
の
六
文
字
を
比
較
し
て

気
づ
く
の
は
、
相
互
に
み
な
同
じ
文
字
で
あ
る
こ
と
、

即
ち
酒
匂
景
信
本
の
誤
字
が
そ
の
ま
ま
学
習
院
大
学

乙
本
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
詳
し
く
観
察
し
て
み
る
と
、
両
者
に
小

異
が
あ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
酒
匂
景

信
本
に
比
べ
て
、
学
習
院
大
学
乙
本
の
拓
字
は
や
や

細
め
に
作
る
。
ま
た
、「
黄
」
字
は
や
や
扁
平
に
作
り
、

「
歸
」
の
異
体
字
を
別
の
異
体
字
に
作
り
、「
兵
」
字

の
第
一
画
を
少
々
斜
め
に
作
り
、「
都
」
字
の
「
者
」

画
は
文
字
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
少
々
小
さ
く

作
る
。
し
か
し
、
以
上
の
小
異
に
か
か
わ
ら
ず
、
前

者
の
誤
字
が
後
者
に
与
え
た
影
響
は
圧
倒
的
、
か
つ

決
定
的
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、【
Ｃ
１
―
１
型
】
類
型
の
学
習
院
大
学

乙
本
よ
り
以
下
、【
Ｃ
３
型
】
類
型
の
書
学
院
本
ま

で
の
変
遷
過
程
に
お
い
て
、
石
灰
誤
字
が
示
す
一
定

の
傾
向
性
を
確
認
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
文
字
の
読

図
表
１ 

類
型
別
墨
本
の
石
灰
文
字
変
遷
図
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み
易
さ
で
あ
っ
て
、
初
め
に
明
瞭
で
読
み
易
か
っ
た
石
灰
文
字
が
、
類
型
の
推
移
す
る
に
つ

れ
て
崩
れ
出
し
、
し
だ
い
に
模
糊
朦
朧
化
し
て
読
み
難
く
な
っ
て
ゆ
く
。

も
う
一
つ
は
、
小
白
点
群
の
出
現
状
況
で
あ
っ
て
、
初
め
に
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
小
白

点
は
、
類
型
の
推
移
す
る
に
つ
れ
て
出
現
し
、
そ
の
後
爆
発
的
に
出
現
し
た
た
め
に
、
文
字

自
体
が
模
糊
朦
朧
と
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
ら
の
傾
向
が
相
ま
っ
て
、
拓
本
の
着
墨
情
況
は
濃

墨
か
ら
淡
墨
へ
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
各
種
類
型
の
石
灰
拓
本
の
「
黄
」
字
の
変
遷
過
程
を
追
跡
し
、
そ
の
時
系
列
的

位
置
を
確
認
す
る
。
こ
の
「
黄
」
字
〔
Ⅰ
03
―
41
〕
は
碑
面
の
最
下
段
の
キ
ズ
部
分
に
位
置

す
る
石
灰
誤
字
で
あ
り
、
通
常
一
般
の
拓
字
の
変
遷
過
程
の
流
れ
を
集
約
し
、
そ
の
流
れ
を

明
晰
詳
細
に
追
跡
可
能
な
事
例
で
あ
る
。

学
習
院
大
学
乙
本
の
「
黄
」
字
に
キ
ズ
が
な
く
、
そ
の
状
況
は
東
大
考
古
甲
本
に
継
承
さ

れ
る
。
そ
の
次
の
寺
内
文
庫
の
甲
乙
二
拓
本
の
「
黄
」
字
も
明
晰
で
は
あ
る
が
、よ
く
見
る
と
、

「
黄
」
字
の
「
田
」
画
の
右
下
隅
に
小
さ
な
キ
ズ
が
現
れ
る
。
そ
の
後
、勝
浦
鞆
雄
本
の
「
黄
」

字
の
下
半
部
の
石
灰
が
崩
落
し
、
や
や
大
き
い
キ
ズ
が
現
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
梶
本
益
一
本

と
書
学
院
本
で
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
、「
黄
」
字
を
作
っ
た
石
灰
は
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
、

そ
の
下
か
ら
水
谷
悌
二
郎
本
の
「
履
」
字
の
残
画
、
つ
ま
り
石
灰
塗
布
以
前
の
模
糊
た
る
残

画
が
表
出
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
追
跡
結
果
に
基
づ
い
て
、
ま
ず
「
黄
」
字
に
小
さ
な
キ
ズ
が
現
れ
た
寺
内
文
庫
の

甲
乙
二
拓
本
は
、
キ
ズ
の
な
い
【
Ｃ
１
―
１
型
】
類
型
の
学
習
院
大
学
乙
本
の
後
に
拓
出
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
甲
乙
二
拓
本
は
「
黄
」
字
に
や
や
大
き
い
キ
ズ
が
出
現
し
た
【
Ｃ
１
―
３

型
】
類
型
の
勝
浦
鞆
雄
本
の
前
に
拓
出
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
甲
乙
二
拓
本

は
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
最
も
適
合
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
甲
乙
二
拓
本
の
時
系
列
的
位
置
は
、
着
墨
情
況
か
ら
判
断
し
て

【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
適
合
す
る
。
ち
な
み
に
、
東
大
考
古
甲
本
は
甲
乙
二
拓
本
と
同
じ

類
型
に
属
す
る
が
、
ま
だ
二
拓
本
に
見
る
よ
う
な
キ
ズ
は
現
れ
ず
、
従
っ
て
二
拓
本
よ
り
以

前
に
拓
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

第
五
章 

「
寺
内
文
庫
甲
本
」「
寺
内
文
庫
乙
本
」
の
用
紙
法

一
、
甲
乙
二
拓
本
の
各
種
用
紙

こ
の
章
で
は
、
副
次
的
な
基
準
の
㈢
用
紙
法
に
従
っ
て
、
甲
乙
二
拓
本
の
用
紙
法
が
【
Ｃ

１
―
２
型
】
類
型
に
適
合
す
る
か
、
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
お
よ
そ
石
灰
拓
本
の
用

紙
法
で
注
目
し
た
い
の
は
「
着
墨
時
用
紙
」、「
継
ぎ
貼
り
用
紙
」、「
標
準
用
紙
」
等
の
各
種

の
用
紙
で
あ
る
。

ま
ず
、「
着
墨
時
用
紙
」
と
は
、
碑
面
に
小
紙
を
継
ぎ
貼
り
し
て
作
っ
た
各
面
一
枚
の
大

き
な
紙
を
い
う（
着
墨
後
に
は
拓
本
一
枚
に
な
る
）。
た
だ
し
、
着
墨
時
用
紙
の
大
き
さ
は
、

碑
石
各
面
の
個
別
具
体
的
な
実
状
に
対
応
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
甲
乙
二
拓
本
の
場
合

に
は
、
着
墨
時
用
紙
の
第
Ⅱ
・
Ⅳ
面
の
最
大
横
幅
が
上
端
・
下
端
の
横
幅
よ
り
長
い
。
ま
た
、

各
面
の
着
墨
時
用
紙
の
縦
の
長
さ
も
一
致
せ
ず
、「
乙
本
」
の
場
合
は
第
Ⅰ
面
と
第
Ⅱ
面
と

の
最
大
差
が
一
四
セ
ン
チ
、
ほ
ぼ
碑
文
の
一
字
格
に
相
当
す
る
。

こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
各
面
の
着
墨
時
用
紙
が
必
ず
一
枚
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
各
面
一
枚
の
原
則
は
、【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
を
含
む
【
Ｃ
型
】
類
型
の
石
灰
拓

本
に
固
有
の
も
の
で
あ
る（
25
）。

つ
ぎ
の
「
継
ぎ
貼
り
用
紙
」
と
は
、
着
墨
時
用
紙
を
作
る
た
め
に
用
い
た
小
さ
な
紙
を
い

う
。
継
ぎ
貼
り
用
紙
の
定
型
的
な
貼
り
方
は
、
ま
ず
、
各
面
上
端
の
第
一
段
か
ら
下
方
へ
順

を
追
っ
て
継
ぎ
貼
り
し
、
最
下
段（
甲
乙
二
拓
本
の
場
合
は
第
九
段
）に
至
る
。
そ
の
継
ぎ
貼

り
用
紙
が
下
方
に
食
み
出
た
場
合
に
は
、
食
み
出
し
部
分
を
剪
り
取
っ
て
調
整
す
る
。
つ
ぎ

に
、
各
段
に
お
い
て
は
右
端
か
ら
左
方
へ
、
或
い
は
左
端
か
ら
右
方
へ
継
ぎ
貼
り
す
る
。
継

ぎ
貼
り
用
紙
が
左
端
か
右
端
に
食
み
出
た
場
合
に
は
、
や
は
り
食
み
出
し
部
分
を
剪
り
取
っ

て
調
整
す
る
。
こ
の
よ
う
な
貼
り
方
は
、
石
灰
拓
本
「
用
紙
継
ぎ
貼
り
法
」
と
い
う
。

継
ぎ
貼
り
用
紙
の
枚
数
は
、
甲
乙
二
拓
本
の
各
面
の
広
さ
が
区
々
で
あ
り
、
ま
た
食
み
出

し
部
分
が
存
在
す
る
た
め
に
、
或
い
は
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
、
拓
本
ご
と
に
、
ま
た
拓

本
の
面
ご
と
に
、
さ
ら
に
各
面
の
段
ご
と
に
異
な
る
数
値
を
示
す
。
そ
れ
ら
の
枚
数
は
、
通

例
、
当
該
拓
本
の
類
型
に
対
応
し
な
い
。

つ
ぎ
の
「
標
準
用
紙
」
と
は
、
大
小
様
々
な
多
数
の
継
ぎ
貼
り
用
紙
の
な
か
で
平
均
的
で

標
準
的
な
も
の
、
つ
ま
り
最
も
枚
数
の
多
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
通
例
最
も
大
き
い
も
の
で

あ
る
。
甲
乙
二
拓
本
の
標
準
用
紙
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
て
、
お
よ
そ
縦
六
七
×
横

四
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

な
お
、「
乙
本
」
を
通
覧
し
て
気
づ
く
の
は
、
拓
本
の
着
墨
時
用
紙
の
表
面
に
、
し
か
も

着
墨
以
前
に
、
ご
く
小
さ
な
紙
を
幾
つ
か
貼
付
し
た
こ
と
で
あ
る（
26
）。
着
墨
時
用
紙
の
表

面
で
は
な
く
て
そ
の
裏
面
に
、
か
つ
着
墨
以
前
で
は
な
く
て
そ
れ
以
後
に
貼
付
さ
れ
た
小
紙

は
よ
く
見
か
け
る
が
、
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
着
墨
時
に
破
損
し
た
部
分
を
修
復
し
た
も
の
で



― 9 ―

山口県立大学学術情報　第12号 〔国際文化学部紀要　通巻第25号〕 2019年 3 月

図
表
３
　「
寺
内
文
庫
乙
本
」用
紙
継
ぎ
貼
り
法
略
図

印
は
継
ぎ
貼
り
順
序（
方
向
）

⇄

第
Ⅰ
面

第
１
段

第
３
段

第
４
段

第
５
段

第
６
段

第
７
段

第
７
段

第
８
段

第
８
段

第
９
段第

９
段

第
７
段

第
７
段

第
８
段

第
９
段

第
２
段

第
Ⅱ
面

第
１
段

第
３
段

第
４
段

第
５
段

第
６
段

第
２
段

第
Ⅲ
面

第
１
段

第
３
段

第
４
段

第
５
段

第
６
段

第
２
段

第
Ⅳ
面

第
１
段

第
３
段

第
４
段

第
５
段

第
６
段

第
２
段

第
１
紙

第
２
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
３
紙

第
２
紙

第
１
紙
ａ

第
１
紙

第
１
紙

第
１
紙

第
１
紙

第
１
紙

第
１
紙
ｂ
第
１
紙
ｃ

第
３
紙

第
４
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
６
紙

第
７
紙

第
８
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
４
紙

第
６
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙第

１
紙第
２
紙
ｂ

第
２
紙
ａ第

２
紙

第
８
段

第
９
段

第１紙第３紙 第２紙ａ

第２紙ｂ第２紙ｃ

第３紙 第２紙

図
表
３
「
寺
内
文
庫
乙
本
」
用
紙
継
ぎ
貼
り
法
略
図

図
表
２
　「
寺
内
文
庫
甲
本
」用
紙
継
ぎ
貼
り
法
略
図

印
は
継
ぎ
貼
り
順
序（
方
向
）

⇄

第
Ⅰ
面

第
１
段

第
３
段

第
４
段

第
５
段

第
６
段

第
７
段

第
７
段

第
８
段

第
８
段

第
９
段

第
９
段

第
７
段

第
７
段

第
８
段

第
９
段

第
２
段

第
Ⅱ
面

第
１
段

第
３
段

第
４
段

第
５
段

第
６
段

第
２
段

第
Ⅲ
面

第
１
段

第
３
段

第
４
段

第
５
段

第
６
段

第
２
段

第
Ⅳ
面

第
１
段

第
３
段

第
４
段

第
５
段

第
６
段

第
２
段

第
１
紙

第
２
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙 第

３
紙
ａ第
３
紙
ｂ

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
６
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
４
紙

第
４
紙

第
１
紙

第
１
紙第
２
紙

第
２
紙

第
８
段

第
９
段

第１紙第２紙第１紙第２紙

図
表
２
「
寺
内
文
庫
甲
本
」
用
紙
継
ぎ
貼
り
法
略
図
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あ
る
。
甲
乙
二
拓
本
の
表
・
裏
や
着
墨
時
の
前
・
後
を
問
わ
ず
に
小
紙
を
貼
付
し
た
の
は
、

継
ぎ
貼
り
用
紙
の
薄
さ
、
そ
の
粗
雑
さ
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
る
。

二
、
甲
乙
二
拓
本
の
欠
如
部
分
の
用
紙
法

甲
乙
二
拓
本
は
用
紙
継
ぎ
貼
り
法
に
従
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
継
ぎ
貼
り
法
の
実
態
は

共
同
研
究
者
・
赤
羽
目
匡
由
氏
、
橋
本
繁
氏
に
よ
っ
て
精
査
実
測
さ
れ
た（
27
）。
そ
の
結
果

を
整
理
し
て
「
図
表
２
」「
図
表
３
」
に
示
す
。

「
図
表
２
」「
図
表
３
」
お
よ
び
「
写
真
１
」「
写
真
２
」
を
通
覧
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、

伝
統
的
な
四
角
形
の
拓
本
に
馴
染
ま
ぬ
欠
如
部
分
が
、
甲
乙
二
拓
本
の
各
面
に
幾
つ
か
認
め

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、「
甲
本
」
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
欠
如
部
分
の
一
つ
は
第
Ⅱ
面

左
端
の
部
分
、
即
ち
⒜
「
□
□
背
急
」〔
Ⅱ
09
―
08
～
11
〕、
⒝
「
十
九
盡
拒
□
□
」〔
Ⅱ
10

―
17
～
22
〕、
⒞
「
□
□
其（
中
略
）□
言
」〔
Ⅱ
10
―
31
～
41
〕
の
三
か
処
で
あ
る
。
⒜
⒝
は

用
紙
不
足
、
⒞
は
用
紙
不
充
の
欠
如
部
分
で
あ
る
。

そ
の
二
つ
は
第
Ⅲ
面
右
端
の
第
一
行
・
全
四
一
字
格
〔
Ⅲ
01
―
01
～
41
〕
の
一
か
処
で
あ

る
。
そ
れ
が
用
紙
不
充
で
あ
る
こ
と
は
、
不
着
墨
ポ
イ
ン
ト
④
～
⑥
に
関
し
て
す
で
に
指
摘

し
た
通
り
で
あ
る（
本
稿
第
三
章
一
）。

そ
の
三
つ
は
第
Ⅳ
面
の
右
上
隅
、
即
ち
⒜
「
七
也
」〔
Ⅳ
01
―
05
～
06
〕、
⒝
「
利
城
」〔
Ⅳ

01
―
07
～
08
〕
の
二
か
処
で
あ
る
。
⒜
は
用
紙
不
充
、
⒝
は
用
紙
不
足
の
欠
如
部
分
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
⒜
の
上
部
の
四
字
相
当
〔
Ⅳ
01
―
01
～
04
相
当
〕
の
空
格
は
、
も
と
も
と
立
碑

当
時
に
欠
損
し
て
い
て
刻
字
さ
れ
な
か
っ
た
位
置
で
あ
る（
28
）。

そ
の
四
つ
は
、
そ
し
て
最
も
重
視
し
た
い
の
は
第
Ⅰ
面
の
左
下
隅
、
即
ち
「
□
」〔
Ⅰ
11

―
41
〕
の
用
紙
不
充
の
一
か
処
で
あ
る
。
わ
ず
か
一
字
格
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
欠
如
部
分

は
「
甲
本
」
の
属
す
べ
き
類
型
を
強
く
示
唆
す
る
事
例
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
用
紙
不
充
が
認
め
ら
れ
る
拓
本
は
、
石
灰
拓
本
の
計
三
三

本
の
う
ち
で
一
六
本
を
占
め
る
。
こ
れ
を
類
型
別
で
整
理
す
る
と
、【
Ｃ
１
―
１
型
】
類
型

の
二
拓
本
は
全
て
用
紙
不
充
で
あ
り（
一
〇
〇
％
）、【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
の
一
二
拓
本
の

う
ち
で
用
紙
不
充
は
一
〇
本（
八
三
％
強
）、【
Ｃ
１
―
３
型
】
類
型
の
三
拓
本
の
う
ち
で
用

紙
不
充
は
二
本（
六
七
％
弱
）で
あ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、【
Ｃ
１
型
】
類
型
の
計
一
七

拓
本
の
う
ち
で
用
紙
不
充
は
一
四
本（
八
二
％
強
）に
達
し
、
か
な
り
高
い
水
準
を
保
つ
。

そ
れ
に
対
し
て
、【
Ｃ
１
型
】
類
型
に
後
行
す
る
【
Ｃ
２
型
】
類
型
の
計
一
三
拓
本
の
う

ち
で
用
紙
不
充
は
二
本（
一
五
％
）に
と
ど
ま
り
、【
Ｃ
３
型
】
類
型
の
計
三
拓
本
に
用
紙
不

充
は
見
当
た
ら
な
い
。【
Ｃ
２
型
】【
Ｃ
３
型
】
の
二
類
型
を
ま
と
め
る
と
、
そ
の
合
計
一
六

拓
本
の
う
ち
で
用
紙
不
充
は
二
本（
一
三
％
弱
）の
低
い
水
準
を
示
す
。

即
ち
、
用
紙
不
充
の
石
灰
拓
本
は
、
石
灰
塗
布
最
初
期
の
【
Ｃ
１
―
１
型
】
類
型
が

一
〇
〇
％
か
ら
出
発
し
、
そ
の
後
し
だ
い
に
減
少
し
て
、
最
末
期
の
【
Ｃ
３
型
】
類
型
で
は

〇
％
と
な
り
、
つ
い
に
消
滅
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
変
遷
過
程
の
な
か
で
、
第
Ⅰ
面
左

下
隅
の
欠
如
す
る
「
甲
本
」
は
【
Ｃ
１
型
】
類
型
の
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
適
合
す
る
。

そ
の
一
方
で
、「
乙
本
」
の
欠
如
部
分
を
精
査
し
て
み
る
と
、偶
々
欠
如
部
分
の
七
か
処
も
、

ま
た
そ
の
位
置
も
「
甲
本
」
と
殆
ど
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
勿
論
、
第
Ⅰ
面
左
下
隅
の
欠

如
部
分
も
含
ま
れ
る
。

ち
な
み
に
、
細
密
な
レ
ベ
ル
で
い
え
ば
、「
乙
本
」
の
欠
如
部
分
が
「
甲
本
」
と
違
う
の

は
、
第
Ⅱ
面
の
⒞
に
用
紙
不
充
の
「
□
□
」〔
Ⅱ
10
―
29
～
30
〕
を
加
え
る
事
例
と
、
第
Ⅳ

面
の
用
紙
不
充
の
⒜
「
也
」〔
Ⅳ
01
―
05
〕
を
用
紙
不
足
に
改
め
る
事
例
と
の
わ
ず
か
二
か
処
、

三
字
格
だ
け
で
あ
る
。

即
ち
、
欠
如
部
分
の
存
在
す
る
「
乙
本
」
も
ま
た
、「
甲
本
」
の
場
合
と
同
様
に
、
ま
さ

し
く
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
適
合
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
甲
乙
二
拓
本
の
用
紙
継
ぎ
貼
り
法

さ
て
、「
図
表
２
」「
図
表
３
」
を
通
覧
し
て
、
第
一
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
甲
乙
二
拓
本

の
各
面
の
段
数
構
成
で
あ
る
。
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
二
拓
本
の
標
準
用
紙
は
縦
六
七
×

横
四
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
そ
の
縦
の
長
さ
は
着
墨
時
用
紙
の
段
数
と
連
動
し
て
い
て
、
各

面
は
全
て
九
段
で
構
成
さ
れ
る
。
最
下
の
第
九
段
の
継
ぎ
貼
り
用
紙
の
縦
の
長
さ
は
標
準
用

紙
に
比
べ
て
か
な
り
短
い
が
、
そ
れ
は
最
下
段
で
継
ぎ
貼
り
用
紙
の
食
み
出
た
部
分
を
剪
り

取
り
、
碑
面
の
実
状
に
合
わ
せ
て
調
整
し
た
か
ら
で
あ
る（
本
稿
本
章
一
）。

こ
こ
で
重
視
す
べ
き
は
、
各
面
九
段
の
段
数
構
成
が
、
甲
乙
二
拓
本
の
属
す
る
【
Ｃ
１
―

２
型
】類
型
に
適
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、甲
乙
二
拓
本
を
含
め
た【
Ｃ

１
―
２
型
】
類
型
の
一
二
本
の
う
ち
で
、
同
じ
大
き
さ
の
標
準
用
紙
を
用
い
、
か
つ
同
じ
九

段
で
構
成
さ
れ
た
拓
本
は
九
本（
七
五
％
）に
の
ぼ
る（
29
）。

第
二
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
甲
乙
二
拓
本
の
第
Ⅰ
面
第
一
段
の
貼
り
始
め
の
位
置
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
各
種
類
型
の
石
灰
拓
本
は
、
そ
の
類
型
の
違
い
を
問
わ
ず
、

第
Ⅰ
面
以
外
の
各
面
の
第
一
段
の
貼
り
始
め
の
位
置
は
一
定
し
て
お
り
、
第
Ⅱ
面
で
は
右
端

か
ら
、
第
Ⅲ
・
Ⅳ
面
は
左
端
か
ら
貼
り
始
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
お
も
う
に
、
拓
工
は
碑
面
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上
部
の
荒
れ
た
欠
如
・
損
壊
部
分
を
避
け
て
、
そ
の
反
対
側
の
荒
れ
て
い
な
い
部
分
、
即
ち

継
ぎ
貼
り
し
易
い
部
分
か
ら
貼
り
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
第
Ⅰ
面
上
部
の
左
右
両
端
に
欠
如
・
損
壊
部
分
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
た
め

右
端
か
ら
、
或
い
は
左
端
か
ら
貼
り
始
め
た
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
一
定
し
な
か
っ
た
第
Ⅰ
面
第
一
段
の
貼
り
始
め
の
位
置
が
、

類
型
の
違
い
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
の
拓
本
は
右

端
か
ら
貼
り
始
め（
30
）、
そ
れ
に
対
し
て
【
Ｃ
２
型
】【
Ｃ
３
型
】
類
型
の
拓
本
は
左
端
か

ら
貼
り
始
め
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
甲
乙
二
拓
本
は
共
に
第
一
面
第
一
段
の
右
端
か
ら
貼

り
始
め
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
適
合
す
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
指
摘
し
た
い
の
は
、甲
乙
二
拓
本
の
各
面
・
各
段
の
継
ぎ
貼
り
順
序（
ま
た
は
方
向
）

で
あ
る
。ま
ず
、は
じ
め
に
、「
甲
本
」の
不
整
斉
貼
り
の
事
例
を
摘
出
す
る
。そ
の
一
つ
は「
逆

貼
り
」
で
あ
る
。
逆
貼
り
は
第
一
段
の
継
ぎ
貼
り
順
序（
方
向
）を
基
準
と
し
、
第
二
段
以
下

の
各
段
に
お
い
て
、
第
一
段
と
逆
の
方
向
へ
貼
り
進
む
貼
り
方
を
い
い
、
そ
の
事
例
は
第
Ⅱ
・

Ⅲ
・
Ⅳ
面
の
第
九
段
に
各
々
一
例
ず
つ
確
認
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
「
塞
ぎ
貼
り
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
一
の
段
落
に
お
い
て
、
次
の
継
ぎ
貼
り

用
紙
を
一
枚
飛
ば
し
て
貼
り
進
み
、
貼
り
終
わ
っ
て
か
ら
後
戻
り
し
て
、
先
に
飛
ば
し
た
部

分
を
貼
り
塞
ぐ
貼
り
方
を
い
い
、
第
Ⅰ
面
第
六
段
に
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
は
「
上
下
貼
り
⒜
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
一
の
段
落
に
お
い
て
、
複
数

枚
の
継
ぎ
貼
り
用
紙
を
上
か
ら
下
へ
継
ぎ
貼
り
す
る
貼
り
方
を
い
う
。「
甲
本
」
の
場
合
に

は
、
上
記
の
「
複
数
枚
」
は
上
下
二
枚
に
相
当
し
、
第
Ⅲ
面
第
九
段
の
第
三
紙
ａ
と
第
三
紙

ｂ
と
に
確
認
さ
れ
る
。

「
甲
本
」
の
不
整
斉
貼
り
は
合
わ
せ
て
五
例
を
数
え
、
比
較
的
単
純
な
逆
貼
り
の
ほ
か
に
、

比
較
的
複
雑
な
塞
ぎ
貼
り
と
上
下
貼
り
が
摘
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の

は
、
そ
れ
ら
五
例
で
用
い
ら
れ
た
用
紙
が
全
て
標
準
用
紙
で
は
な
く
て
、
標
準
用
紙
を
裁
断

し
た
小
紙
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、「
甲
本
」
で
用
い
ら
れ
た
標
準
用
紙

の
用
紙
継
ぎ
貼
り
法
は
、
全
て
整
斉
に
継
ぎ
貼
り
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
、「
乙
本
」
の
不
整
斉
貼
り
も
偶
然
な
が
ら
五
例
に
の
ぼ
る
。
比
較
的
複
雑
な
事

例
の
第
一
は
、
第
Ⅰ
面
第
九
段
の
第
二
紙
ａ
・
第
二
紙
ｂ
に
見
ら
れ
る
「
上
下
貼
り
⒜
」
で

あ
る
。

第
二
は
、
第
Ⅲ
面
第
九
段
の
不
整
斉
貼
り
の
複
合
形
の
事
例
で
あ
る
。
第
九
段
の
継
ぎ
貼

り
用
紙
の
大
き
さ
の
順
に
見
て
ゆ
く
と
、
そ
の
一
つ
は
、
第
一
紙
と
第
三
紙
と
の
間
に
貼
っ

た
第
二
紙
の
「
塞
ぎ
貼
り
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
第
二
紙
が
上
段
の
第
二
紙
ａ
と
下
段

の
第
二
紙
ｂ
・
第
二
紙
ｃ
と
か
ら
な
る
「
上
下
二
枚
貼
り
⒜
」
で
あ
る
。
ま
た
も
う
一
つ
は
、

第
一
紙
と
第
二
紙
ｃ
と
の
間
に
貼
っ
た
第
二
紙
ｂ
の
「
塞
ぎ
貼
り
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

か
な
り
複
雑
な
三
重
複
合
の
不
整
斉
貼
り
が
摘
出
さ
れ
る
。

第
三
は
、
第
Ⅳ
面
第
二
段
の
右
端
の
第
一
紙
の
事
例
で
あ
る
。
第
一
紙
は
小
さ
な
第
一
紙

ａ
・
第
一
紙
ｂ
・
第
一
紙
ｃ
か
ら
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
小
紙
は
よ
く
見
か
け
る
よ
う
な
、
上

か
ら
下
へ
継
ぎ
貼
り
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
逆
に
下
か
ら
上
へ
継
ぎ
貼
り
す
る
。
こ
の

貼
り
方
は
「
上
下
貼
り
⒝
」
と
い
う
。

「
乙
本
」
の
不
整
斉
貼
り
は
、
そ
の
具
体
的
な
位
置
、
例
数
、
用
紙
の
大
小
や
形
状
、
貼

付
の
手
法
等
は
「
甲
本
」
と
は
異
な
る
が
、
継
ぎ
貼
り
し
た
用
紙
は
標
準
用
紙
を
裁
断
し
た

調
整
用
の
小
紙
で
あ
り
、
み
な
〈
小
紙
を
用
い
た
不
整
斉
貼
り
〉
の
事
例
で
あ
っ
て
、
そ
の

点
で
は
甲
乙
二
拓
本
に
共
通
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
例
は
甲
乙
二
拓
本
の
全
七
二
段
の
う

ち
で
七
段（
九
％
強
）に
す
ぎ
ず
、
甲
乙
二
拓
本
は
標
準
用
紙
を
中
心
に
し
て
、
整
斉
粛
々
と

継
ぎ
貼
り
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
甲
乙
二
拓
本
の
〈
標
準
用
紙
を
用
い
た
不
整
斉
貼
り
〉
は
見
ら
れ
な
い
。

各
種
類
型
の
変
遷
過
程
に
お
い
て
、
改
め
て
〈
標
準
用
紙
を
用
い
た
不
整
斉
貼
り
〉
の
事
例

を
摘
出
し
て
み
る
と
、【
Ｃ
１
―
１
型
】【
Ｃ
１
―
３
型
】
の
二
類
型
に
は
見
当
た
ら
ず
、
ま

た
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
を
含
め
た
【
Ｃ
１
型
】
類
型
一
七
拓
本
の
う
ち
で
二
本（
一
一
％
強
）

に
止
ま
る
が
、【
Ｃ
２
型
】
類
型
一
二
拓
本
の
う
ち
で
七
本（
六
六
％
強
）に
増
加
す
る
。

こ
れ
ま
で
類
型
別
に
【
Ｃ
型
】
類
型
に
属
す
る
拓
本
の
〈
標
準
用
紙
を
用
い
た
不
整
斉
貼

り
〉
の
事
例
を
摘
出
し
、
そ
の
事
例
の
見
当
た
ら
な
い
甲
乙
二
拓
本
は
【
Ｃ
１
型
】
類
型
に

よ
り
適
合
し
、【
Ｃ
２
型
】
類
型
に
よ
り
適
合
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の

二
拓
本
は
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
適
合
的
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
甲
乙
二
拓
本
の
用
紙
法
に
つ
い
て
、
即
ち
欠
如
部
分
の
用
紙
法
と
用
紙
継
ぎ

貼
り
法
と
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か
ら
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
二
拓
本
は
そ
の
他
の

類
型
に
比
べ
て
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
に
よ
り
適
合
す
る
と
想
定
さ
れ
た
。

以
上
に
お
い
て
、
本
稿
は
寺
内
文
庫
所
蔵
の
甲
乙
二
拓
本
の
実
態
を
調
査
し
、
様
々
な
視

点
か
ら
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
二
章
で
は
、
紙
墨
と
面
番
号
や
拓
紙
に
付
着
す

る
石
灰
・
泥
土
の
調
査
を
通
じ
て
、
二
拓
本
が
互
い
に
酷
似
す
る
実
状
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

第
三
章
で
は
、
筆
者
提
唱
の
着
墨
パ
タ
ー
ン
法
に
よ
り
、
二
拓
本
が
共
に
【
Ｃ
１
―
２
型
】
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類
型
に
属
す
る
石
灰
拓
本
と
判
定
し
た
。
第
四
章
で
は
、
拓
字
の
読
み
や
す
さ
、
界
線
と
小

白
点
群
の
有
無
・
多
少
、
石
灰
文
字
の
時
系
列
的
位
置
の
調
査
を
通
じ
て
、
二
拓
本
が
【
Ｃ

１
―
２
型
】
類
型
に
適
合
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
五
章
で
は
、
拓
本
に
用
い
た
各
種
用

紙
の
特
徴
、
用
紙
の
欠
如
部
分
と
継
ぎ
貼
り
法
の
調
査
を
通
じ
て
、
二
拓
本
が
【
Ｃ
１
―
２

型
】
類
型
に
よ
り
適
合
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
即
ち
、
甲
乙
二
拓
本
の
基
本
的
な
性
格
は
、

い
ず
れ
も
典
型
的
な
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
の
石
灰
拓
本
で
あ
る
。

註（
１
）　

国
守
進
「
桜
圃
寺
内
文
庫
の
成
立
」（
国
守
進
編
『
桜
圃
寺
内
文
庫
の
研
究
』（
昭
和

五
十
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
Ｃ
研
究
成
果
報
告
書
、
山
口
女
子
大

学
歴
史
学
研
究
室
、
一
九
七
六
年
、
一
～
一
七
頁
）、
伊
藤
幸
司
「
桜
圃
寺
内
文
庫
の

変
遷
と
現
状
」（
伊
藤
幸
司
編
『
桜
圃
寺
内
文
庫
の
研
究
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
、

二
三
～
六
六
頁
）。
な
お
、
上
記
の
国
守
論
文
は
伊
藤
編
書
に
若
干
の
編
者
補
注
を
付

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

国
守
進
「
寺
内
文
庫
朝
鮮
本
・
李
朝
文
書
に
つ
い
て
」（
国
守
進
編
『
桜
圃
寺
内
文

庫
の
研
究
』、
前
掲
、
四
九
頁
）。

（
３
）　
『
桜
圃
寺
内
文
庫
図
書
目
録
』（
一
九
二
二
年
一
二
月
）は
伊
藤
幸
司
氏
が
そ
の
内
容

を
再
構
成
し
て
『
桜
圃
寺
内
文
庫
開
庫
時
図
書
目
録
』
と
改
題
し
、
伊
藤
幸
司
編
『
桜

圃
寺
内
文
庫
の
研
究
』（
前
掲
、
二
三
～
六
六
頁
）に
収
録
す
る
。
原
本
『
桜
圃
寺
内
文

庫
図
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、「
文
庫
所
蔵
通
俗
書
ハ
一
般
閲
覧
者
ニ
開
放
シ
ア
ル
ヲ
以

テ
其
大
部
分
ノ
記
載
ヲ
省
略
シ
本
目
録
ニ
ハ
現
在
ノ
蔵
書
一
万
五
千
五
百
余
冊
中
ヨ
リ

左
ノ
七
千
九
百
九
十
冊
八
百
七
十
八
部
ヲ
引
抜
キ
採
録
セ
リ
」
と
あ
る
。

（
４
）　

田
川
孝
三
著
『
桜
圃
寺
内
文
庫
朝
鮮
本
調
査
報
告
』（
油
印
本
、
一
九
六
五
年
四
月

五
日
）、
二
八
頁
。

（
５
）　

李
進
熙
著
『
広
開
土
王
陵
碑
の
研
究（
増
訂
版
）』
資
料
編（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
二
年
）、
同
「
広
開
土
王
陵
碑
研
究
の
現
状
と
課
題
」（「
歴
史
学
研
究
」

四
一
〇
、一
九
七
四
年
七
月
）。

（
６
）　

国
守
進
編
『
桜
圃
寺
内
文
庫
の
研
究
』（
前
掲
）、
四
九
頁
。

（
７
）　

国
守
進
編
『
桜
圃
寺
内
文
庫
の
研
究
』（
前
掲
）、
八
二
頁
。

（
８
）　

武
田
幸
男
著
『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）三
七
四

頁
の
「
附
録
一 

類
型
別
「
広
開
土
王
碑
」
墨
本
目
録（
案
）」。

（
９
）　

伊
藤
幸
司
編
『
桜
圃
寺
内
文
庫
の
研
究
』（
前
掲
）、
七
二
頁
。
な
お
、
寺
内
文
庫
の

拓
本
が
朝
鮮
総
督
府
官
房
「
参
事
官
室
」
か
ら
寺
内
総
督
に
献
呈
さ
れ
た
と
い
う
推
定

は
、
当
時
の
拓
本
相
互
の
個
別
的
な
異
同
を
追
跡
し
て
み
る
と
、
成
立
し
難
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

（
10
）　

甲
乙
二
拓
本
の
各
面
の
「
第
一
段
」
等
で
示
し
た
「
段
数
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第

五
章
の
「
図
表
２
」「
図
表
３
」
参
照
。

（
11
）　

石
灰
粒
の
付
着
、
或
い
は
剥
落
が
確
認
さ
れ
た
石
灰
拓
本
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

は
、「
寺
内
文
庫
甲
本
」
を
含
め
て
一
二
本
に
の
ぼ
る
。
な
お
、「
寺
内
文
庫
乙
本
」
の

調
査
で
は
、
石
灰
粒
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
12
）　
「
ポ
イ
ン
ト
」
①
と
は
、
本
稿
第
三
章
で
記
す
よ
う
に
、
筆
者
が
提
唱
す
る
「「
石
灰

拓
本
」
類
型
・
編
年
論
」
の
判
定
基
準
の
う
ち
で
、
基
本
的
な
基
準
と
す
る
六
つ
の
不

着
墨
部
分
、
即
ち
ポ
イ
ン
ト
①
～
⑥
の
第
一
番
目
の
も
の
で
あ
る
。

（
13
）　

今
西
龍
「
広
開
土
境
好
太
王
陵
碑
に
就
て
」（
久
米
邦
武
著
『
訂
正
増
補
大
日
本
時

代
史（
古
代
）附
録
』、
一
九
一
五
年
原
載
）、
今
西
龍
著
『
朝
鮮
古
史
の
研
究
』（
国
書

刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
再
録
）、
四
五
四
～
四
五
五
頁
。

（
14
）　
「
継
ぎ
貼
り
用
紙
」
と
は
、
石
灰
拓
本
に
用
い
る
各
種
用
紙
の
一
つ
。
各
面
一
枚
の

大
き
な
着
墨
時
用
紙
を
作
る
た
め
に
継
ぎ
貼
り
し
た
小
紙
を
い
う
。
本
稿
第
五
章
参
照
。

（
15
）　

泥
土
が
拓
本
の
裏
面
に
付
着
し
た
事
例
は
、こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
【
Ｃ
１
―
２
型
】

類
型
の
「
落
合
為
誠
本
」
の
一
か
処
と
、【
Ｃ
２
型
】
類
型
の
「
菅
野
敏
夫
本
」
の
一

か
処
と
に
限
ら
れ
る
。

（
16
）　
「
着
墨
パ
タ
ー
ン
法
」
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
武
田
幸
男
「「
広
開
土
王
碑
」
墨
本

の
基
礎
的
研
究
」（「
東
方
学
」
一
〇
七
、二
〇
〇
四
年
一
月
）、
同
「「
石
灰
拓
本
」
着

墨
パ
タ
ー
ン
法
と
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
本
」」（
古
瀬
奈
津
子
編
『
広
開
土
王
碑
拓
本

の
新
研
究
』、
同
成
社
、
二
〇
一
三
年
）参
照
。
と
く
に
拓
本
類
型
と
不
着
墨
パ
タ
ー
ン

と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
者
掲
載
の
「
表
１ 

「
石
灰
拓
本
」
不
着
墨
パ
タ
ー
ン

対
照
表
」（
一
五
九
頁
）参
照
。

（
17
）　

石
灰
拓
本
の
第
Ⅲ
面
第
一
行
は
長
年
の
風
化
と
、
発
見
直
後
の
碑
面
の
焼
却
に
よ
っ

て
摩
滅
損
壊
し
た
結
果
、
拓
工
が
刻
字
を
認
識
で
き
ず
、
そ
れ
を
無
視
し
て
着
墨
し
な

か
っ
た
位
置
で
あ
る
。
武
田
幸
男
「「
広
開
土
王
碑
」
火
難
説
の
批
判
的
検
討
」（「
慶

北
史
学
」
二
三
、
韓
国
・
慶
北
史
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）、
武
田
幸
男
著
『
広
開

土
王
碑
墨
本
の
研
究
』（
前
掲
）総
論
第
一
章
。
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（
18
）　

武
田
幸
男
「
広
開
土
王
碑
「
田
山
花
袋
本
」
の
研
究
」（「
田
山
花
袋
記
念
文
学
館
研

究
紀
要
」
二
八
、二
〇
一
六
年
三
月
）所
掲
の
「
図
表
６　
「
石
灰
拓
本
」
類
型
・
編
年

暫
定
表
」
参
照
。

（
19
）　

武
田
幸
男
「
学
習
院
大
学
所
蔵
「
広
開
土
王
碑
」
拓
本
の
研
究
」（「
東
洋
文
化
研
究
」

一
六
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
三
月
）。

（
20
）　

武
田
幸
男
「
広
開
土
王
碑
「
宮
崎
県
総
合
博
物
館
本
」
の
研
究
」（「
宮
崎
県
地
域
史

研
究
」
二
九
、
宮
崎
県
地
域
史
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
）。

（
21
）　

長
正
統
「
九
州
大
学
所
蔵
好
太
王
碑
拓
本
の
外
的
研
究
」（「
朝
鮮
学
報
」

九
九
・
一
〇
〇
、
朝
鮮
学
会
、
一
九
八
一
年
七
月
）。

（
22
）　

武
田
幸
男
「「
鄭
孝
胥
下
命
制
作
」
広
開
土
王
碑
拓
本
の
研
究
―
―
【
Ｃ
３
型
】
類
型
・

三
拓
本
の
場
合
―
―
」（
稿
本
）。

（
23
）　

武
田
幸
男
著
『
広
開
土
王
碑
と
の
対
話
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
七
年
）第
七
章
、
同
著

『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』（
前
掲
）各
論
三
第
二
章
。

（
24
）　

武
田
幸
男
著
『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』（
前
掲
）各
論
二
第
一
章
。

（
25
）　

石
灰
拓
本
【
Ｃ
型
】
類
型（【
Ｃ
０
型
】
類
型
は
除
く
）の
各
面
一
枚
の
原
則
に
対
し
て
、

原
石
拓
本【
Ａ
型
】類
型
は
各
面
三
枚
以
上
で
あ
る
。ま
た
、墨
水
廓
填
本（
酒
匂
景
信
本
）

【
Ｂ
型
】
類
型
と
模
刻
本
【
Ｄ
型
】
類
型
は
共
に
用
紙
継
ぎ
貼
り
法
に
従
わ
ず
、
前
者

は
各
面
平
均
三
二
・
五
枚
、
後
者
は
各
面
不
定
の
複
数
枚
で
あ
る
。
墨
水
廓
填
本
に
つ

い
て
は
、
武
田
幸
男
著
『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』（
前
掲
）、
二
一
四
～
二
一
八
頁
、

「
図
25
」
参
照
。
模
刻
本
に
つ
い
て
は
、
同
「
広
開
土
王
碑
模
刻
本
「
観
峰
館
本
」
の

研
究
」（『
観
峰
館
開
館
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
』、
日
本
習
字
教
育
財
団
観
峰
館
編
集
・

発
行
、
二
〇
一
五
年
、
一
九
～
二
四
頁
）参
照
。

（
26
）　
「
乙
本
」
の
表
面
に
貼
付
さ
れ
た
補
助
紙
は
約
五
×
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ご
く
小
さ
な

紙
で
あ
り
、い
ず
れ
も
第
Ⅳ
面
の「
墓
」字〔
Ⅳ
06
―
09
〕、「
人
」字〔
Ⅳ
08
―
09
〕、「
開
」

字
〔
Ⅳ
08
―
19
〕
の
位
置
で
確
認
さ
れ
た
。

（
27
）　

甲
乙
二
拓
本
の
調
査
に
は
、
共
同
研
究
者
二
人
の
ほ
か
に
、
山
口
県
立
大
学
々
生（
当

時
）・
藤
井
真
里
奈
さ
ん
、
山
崎
由
絵
さ
ん
の
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て

感
謝
す
る
。

（
28
）　

広
開
土
王
碑
拓
本
の
第
Ⅳ
面
右
上
隅
の
実
状
は
、
か
つ
て
水
谷
悌
二
郎
氏
に
よ
っ
て

初
め
て
精
査
さ
れ
た
。
水
谷
悌
二
郎
「
好
太
王
碑
考
」（「
書
品
」
一
〇
〇
、
東
洋
書
道

協
会
、
一
九
五
九
年
六
月
、
一
四
九
～
一
五
〇
頁
）、
同
著
『
好
太
王
碑
考
』（
開
明
書

院
、
一
九
七
七
年
）、
六
四
～
六
七
頁
。

（
29
）　

九
段
構
成
の
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
の
九
本
の
う
ち
の
一
本
、「
落
合
為
誠
本
」
の

第
Ⅲ
面
の
み
が
八
段
構
成
で
あ
る
。
な
お
、【
Ｃ
１
―
３
型
】
類
型
の
「
勝
浦
鞆
雄
本
」、

【
Ｃ
２
型
】
類
型
の
「
多
胡
碑
記
念
館
本
」
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
当
該
類
型
の
例
外
と

し
て
唯
一
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
九
段
構
成
の
拓
本
で
あ
る
。

（
30
）　
【
Ｃ
１
―
２
型
】
類
型
の
「
工
藤
壮
平
本
」
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
当
該
類
型
の
な
か

の
例
外
と
し
て
唯
一
つ
、
左
端
か
ら
貼
り
始
め
た
拓
本
で
あ
る
。
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寺内文庫収蔵「広開土王碑」拓本の研究―【Ｃ１―２型】類型・甲乙二拓本の場合― 

A Study of Ink Copies King Kwanggaido Inscription 
preserved in Terauti-Bunko 

 Yukio Takeda

 This  article  is  to  analyze  two  types  of  rubbings preserved  in Terauti-Bunko  from  the various 
viewpoints.  In chapter 2,  I discussed the similarity of  these two rubbings by examining the  ink and 
the paper, numbering,  and  the character of  the  lime materials  attached  to  the paper.  In chapter 
3,  I  identified both of  these rubbings as a Type C1-2, according to my own method of  ink pattern 
analysis.  In chapter 4,  I suggested that both of  these rubbings could be adapted  for  the Type C1-2 
by considering  the character and the disposition of  the  lime  letters,  the presence of  the ruled  line, 
and quantity of the small white spots. In chapter 5, I suggested that these rubbings could as well be 
adapted for the Type C1-2, by examining the character of the various papers used for the rubbings, 
and how to patch up papers. In short, I conclude the basic character of these two rubbings as a typical 
lime rubbing of Type C1-2.

「寺内文庫収蔵「広開土王碑」拓本の研究」要旨 

 武田幸男

　本稿は寺内文庫収蔵の甲乙二拓本を調査し、様々な視点からその性格について考察した。第二章では、
紙墨と面番号や拓紙に付着する石灰・泥土の調査により、二拓本が互いに酷似する実状について考察した。
第三章では、筆者提唱の着墨パターン法に従って、二拓本が共に【Ｃ１―２型】類型に属する石灰拓本と
判定した。第四章では、拓字の読みやすさ、界線の有無、小白点群の多少、石灰文字の時系列的位置の調
査により、二拓本が【Ｃ１―２型】類型に適合することを指摘した。第五章では、拓本に用いた各種用紙
の特徴、用紙の欠如部分と継ぎ貼り法の調査により、二拓本が【Ｃ１―２型】類型に適合することを指摘
した。即ち、甲乙二拓本の基本的な性格は、典型的な【Ｃ１―２型】類型の石灰拓本である。


